
結びあう一つのことばへやあ、おはよう

手づく りの喜び

お年寄りが技術指導一子ども　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△慾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝寓示
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　2月22日、東郷町子ども育成協

議会主催による第回子ども会祭が

開催きれました．

　当日は、小学4～6年生・中学

生を対象に入が参加し、リクリエ

ィシヨンやゲームをとおして、創

る喜びや親睦を図り、又お年寄り

が子供に竹工芸、わら工芸、手芸

といつノニような作凸占づくりを手旨）導

し、理解と融和を｝栗めました、

　午前中は、開会行事とりヶリニ

fシヨンの指導が行なわれました

が、午後：ま手つくりコーナー、貿

尉H［1、わら細工、ヘーバー『フラロ

ー、おじやみの各コーートーに分れ

て手づくりの喜びを深めました、

山越えて空わたりゆく遠鳴の

　　　風ある日なり山ざくら花

　　　　　　　　　　　　　牧　水



｛3）　町報とうこう 回報とうこう　　（2）

福瀬・坪谷小学校に
県民緑化推進運動

育てよう緑と花のある郷土
期間3月1日（日）～4月30日休）

主催宮崎県・宮崎県緑化推進委員会

山に緑を街にみどりを
　山の緑は、県土の保全・水資源のかん養・保健休養等に大切な役割りをもち、街の

みどりは空気の浄化・騒音の防止・憩いの三等に欠くことかてきません。

　温暖で降雨量の多い恵まれた気象条件をもつ本県は、植物も豊富て、私たちの生活

環境をまもり、私たちに潤いを与えています。

　こうした山の緑・街のみどりか私たちの生活にとって大切なものてあることを県民

の皆さんに改めて見直していただき、皆さんの手によって緑と花を育て、さらに住み

よい郷土づくりに努めましょう。

　今年は「育てよう緑と花のある郷土」をテーマとして県民画くるみの県民緑化推進運

動を展開いたします、皆さんの御協力をお願いいたします。

モダン校舎が完成

福瀬小学校

坪谷小学校

新
し
い
教
室
で
勉
強

　
こ
の
ほ
と
、
福
瀬
小
学
枚
と
坪
谷
小

学
校
の
校
舎
か
鉄
筋
コ
ノ
タ
リ
ー
ト
一
ご

階
建
の
近
代
的
校
舎
に
生
ま
れ
か
わ
）

福
瀬
小
は
．
一
月
二
日
、
坪
谷
小
は
四
日

に
職
員
と
牛
徒
か
力
を
合
わ
せ
て
机
、

い
す
、
教
材
、
図
書
な
と
を
新
校
舎
に

移
転
し
ま
し
た

　
旧
校
舎
は
両
校
と
も
に
昭
和
三
卜
一
、

年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
て
す
か
、
そ
の

後
老
朽
化
か
は
げ
し
・
危
険
箇
所
か
多

く
な
っ
て
い
ま
し
た

　
福
瀬
小
学
枚
の
校
舎
は
、
田
の
補
助

六
T
五
百
万
円
を
う
け
て
総
丁
費
　
億

一
千
四
百
万
円
て
町
任
七
月
か
ら
酔
築

T
一
事
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

　
昧
叩
而
園
圃
は
延
へ
f
T
二
牙
力
平
力
μ
’
」

一
階
か
校
長
￥
、
職
員
室
、
事
務
室
、

保
健
．
至
な
と
の
園
圃
ぞ
、
　
一
階
は
一
学

級
分
の
普
通
教
．
牟
と
図
書
室
、
資
料
至

三
階
は
音
楽
、
図
一
室
、
資
料
軍
の
特

別
教
室
が
あ
》
ま
す

　
坪
谷
小
学
枝
の
枚
舎
は
国
の
補
助
↓

億
一
千
万
円
を
う
・
、
総
π
費
一
管
八

千
万
て
福
小
と
回
し
く
町
任
，
七
月
か
っ

改
築
工
事
を
す
す
b
て
き
ま
し
た

　
床
直
積
は
延
へ
下
六
百
壬
一
平
乃

て
、
一
階
に
よ
枚
歩
室
、
職
・
貝
室
、
集

巌
窟
、
保
健
亨
、
図
書
室
、
二
階
は
一
．

学
野
分
の
￥
巳
～
教
室
、
．
旅
導
師
室
、
理

科
室
、
一
．
階
は
ゴ
学
級
分
の
普
通
教
至

肖
楽
、
図
心
亨
と
’
．
’
・
て
ま
す

　
ナ
｝
お
、
へ
〆
三
の
か
わ
㌧
い
’
ノ
、
h

の
新
校
舎
に
移
’
・
た
牛
徒
た
ち
は
人
よ

ろ
こ
ひ
て
、
目
い
を
ば
す
ま
せ
な
か
ら
、

心
を
新
に
し
て
輌
菅
二
f
充
イ
み
ま
す
と

張
り
き
つ
！
、
、
ま
す

文
化
遺
産
の
旅
⑥

　
－
石
塔
一

▽
力
輪
塔

　
五
輪
塔
は
、
空
・
風
・
火
・
水
。

地
を
五
つ
の
輪
て
表
し
た
石
塔
婆
の

一
種
て
、
国
内
て
発
見
き
れ
て
い
る

最
占
の
も
の
は
仁
安
四
年
（
一
、
一

六
九
色
）
て
あ
る
か
、
本
町
に
現
脅

す
る
五
輪
塔
は
ほ
と
ん
と
紐
、
銘
て
、

町
内
の
各
地
の
田
の
中
、
畑
、
山
の

麗
へ
．
と
に
↓
基
あ
る
い
は
↑
数
基
一

団
と
な
っ
て
現
存
す
る
か
、
冗
全
な

姿
の
も
の
は
少
な
い

　
本
町
は
、
昭
和
五
レ
五
年
度
か
ら
森

林
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
整
備
地
域
の

指
定
を
う
け
て
、
役
場
、
森
林
組
合
か

中
心
に
な
っ
て
、
地
域
く
る
み
の
造
林

事
業
に
と
》
く
ん
て
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
て
は
、
造
林
、
下
刈
り
、

除
間
伐
、
作
業
路
開
設
な
と
か
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
す

　
昭
和
五
十
五
伊
殴
に
は
、
個
人
、
生

産
森
林
組
合
か
ら
、
造
林
ハ
一
、
下
刈

）
＝
．
一
一
．
一
、
除
間
伐
二
・
こ
（
、
》
ず
れ

も
ヘ
ラ
タ
ー
ル
）
か
刮
画
山
・
㌔
れ
ま
し
た

　
こ
の
ほ
か
作
↓
チ
路
六
、
　
力
∵
　
一
　
メ
ー

ト
ゥ
も
開
設
ふ
・
、
れ
ま
し
た

　
ゆ
謎
も
琢
ふ
へ
」
－
ん
の
由
川
ほ
P
｝
卜
半
ふ
、
　
土
廻
鳳
P
、
　
下

刈
う
、
除
問
伐
等
の
必
慶
な
と
こ
ろ
は

あ
》
ま
せ
ん
か

　
役
四
国
’
・
↓
感
、
　
昭
和
・
■
1
十
ハ
伊
田
久
の
事

穿
討
画
を
受
付
中
て
す

　
各
愛
林
組
合
｝
、
組
合
長
き
ん
二
と

〕
ま
と
，
刀
を
お
願
、
地
し
ま
す
か
、
直
接

役
場
、
森
林
組
合
こ
申
し
込
み
き
れ
て

も
粘
構
て
す

　
ご
月
」
．
f
日
ま
て
に
届
出
を

森
林
総
合
整
備
事
業
の
造

　
下
刈
及
び
除
間
伐
の

　
　
　
　
届
出
は
早
め

に

林

　
新
任
し
一
へ
声
り
歩
お
「
し
r
、
［
唱
譲
　
刀
御
陰
い

問
に
感
謝
申
し
」
↓
，
ま
す
　
記
1
を

お
倶
）
致
し
ま
し
’
、
厚
く
お
純
申
し

ー
デ
ま
す

日福む越寺地
ピ同瀬国表迫区
市IX区区区名

　
　
御
月
・

軍
、
本
、
》
．
様

卯
洗
冒
左
．
」
幾

吉
迫
冨
三
二

隔
瀬
婦
人
二

日
向
引
歌
同
偽
言

持
子
園
－

7／／／

福瀬 〈ひっこし〉 坪谷

ほ
ロ
ぼ
ほ訴

ノ

俄



（4）警報とうこう

福
祉
関
係
の
年
金
、
手
当
受
給
者
に

対
す
る
定
期
預
貯
金
々
利
の
特
例

1
利
率
7
・
7
5
パ
ー
セ
ン
ト

　
昭
和
5
5
年
1
2
月
1
日
か
ら
定
期
預
金

及
び
定
期
郵
便
貯
金
の
金
利
が
引
下
げ

ら
れ
ま
し
た
，
し
か
し
福
祉
関
係
の
年

金
、
手
当
受
給
者
に
つ
い
て
は
現
下
の

経
済
情
勢
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
利

率
等
に
つ
い
て
特
例
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
次
の
大
蔵
省
告
示
の
．
要

綱
の
よ
う
に
特
例
惜
置
が
講
じ
ら
れ
ま

す
、
一　
そ
し
て
預
金
き
れ
よ
う
と
す
る
人
は

福
祉
年
金
、
手
当
証
書
を
金
融
機
関
の

窓
口
に
呈
示
し
て
く
だ
き
い
。
ま
た
福

祉
手
当
受
給
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
証

書
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
福
祉
係
で
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を

同
じ
よ
う
に
金
融
機
関
．
の
窓
口
に
呈
示

し
て
く
だ
鼻
・
」
い
、
．

　
　
　
　
記

　
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
に
対
す
る
特

　
別
の
定
期
預
金
に
関
す
る
大
蔵
省
告

　
示
の
要
綱

1
、
対
象
．
預
金
者
、
次
の
年
金
又
は
手

　
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者

　
．
－
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年

　
　
令
、
母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子
福

　
　
祉
年
金
、
老
令
福
祉
年
金

　
孚
界
童
扶
養
手
当

　
3
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福
祉
手
当

　
一
4
一
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別

2
、

措
置
に
よ
る
特
別
手
当
、
健
康
管

理
手
当
、
保
健
手
当

取
扱
期
間
、
昭
和
5
5
年
1
2
月
1
日

ご
存
じ
で
す
か

　
か
ら
昭
和
5
6
年
1
1
月
5
0
日
ま
で
。

3
、
預
入
限
度
墨
入
対
象
者
一
人
に
つ

　
き
百
万
円
以
内
。

4
、
対
象
預
金
の
種
類

　
預
入
期
間
一
年
の
定
期
預
金
又
は
定

　
期
貯
金
。

5
、
利
率
引
下
げ
前
の
年
7
・
7
5
八
一

　
セ
ン
ト
へ
の
据
置
き
。

　
不
明
な
点
は
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
き
い
．
、

書
き
損
じ
た
は
が
き
は

新
し
い
の
と
交
換
で
き
ま
す

　
年
賀
状
な
ど
官
製
は
が
㍉
、
ゐ
書
き
損

じ
た
の
を
破
い
て
し
ま
っ
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
あ
い
さ
つ
状
と
し
て
印
刷
し

た
官
製
は
が
き
が
、
多
く
作
り
す
ぎ
た

た
め
に
残
っ
て
し
ま
っ
て
、
枳
の
中
な

ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。　
官
製
は
が
き
の
場
合
、
書
き
唄
じ
た

も
の
や
多
く
印
刷
し
す
ぎ
て
余
っ
た
も

の
は
、
郵
便
局
に
持
っ
て
い
く
と
新
し

い
は
が
き
と
取
り
換
え
て
く
れ
ま
す
。

　
交
喚
手
数
料
は
次
の
通
り
で
す
（
昭

和
五
十
六
年
二
月
二
十
日
現
在
）
。

　
通
常
は
が
き
　
　
一
枚
五
円

　
往
復
は
が
き
　
　
一
枚
十
円

　
こ
の
ほ
か
、
〃
ミ
ニ
・
レ
タ
i
〃
と

い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
郵
便
書
簡
も
交

換
の
対
象
に
な
り
、
手
数
料
は
一
枚
に

つ
き
十
円
で
す
．
、

　
た
だ
し
、
郵
便
切
手
に
相
当
す
る
部

分
（
料
額
印
面
と
い
い
ま
す
）
を
汚
し

た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
た
も
の
は
交
換

で
き
ま
せ
ん
。

◎
は
が
き
の
表
面
の
利
用
法

　
は
が
き
は
、
表
面
の
下
半
分
、
横
長

に
使
う
と
き
も
同
じ
部
分
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
通
信
文
を
書
い
た
h
・
、
ス
タ
ン

フ
を
押
す
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
こ
の
二
分
の
一
の
範
囲
を

超
え
る
と
、
手
紙
（
第
一
種
）
扱
い
の

料
金
（
六
十
円
）
に
な
り
ま
す
か
ら
注

怠
し
て
く
だ
き
い
．
、

へ購
大
正
＋
年
の
正
月
は
沼
塗
．
、
迎
え

曽．

ﾌ
初
め
て
の
正
貝
、
し
た
。
京
浜
方

4
面
か
ら
の
訪
問
客
は
あ
り
ま
し
た
が

ぬ

斜
東
京
に
較
べ
る
と
実
に
静
か
な
正
月

～　で
し
起
、
牛
活
に
も
余
裕
が
出
来
ま

　
し
た
．
．
　
　
　
三
月
に
第
十
三
歌
集
「
，
く
ろ
土
一

吟、

ﾙ
更
し
ま
し
た
。
炎
九
墓
収

笥
，
、
い
圭
二
が
、
岸
文
に
、

一
「
，
こ
れ
は
歌
集
を
出
す
ご
と
に
威
心
じ

　
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
常
に

～
　
旧
い
作
よ
り
現
在
の
作
、
即
ち
今
日

　
の
自
身
に
近
い
時
の
作
、
即
ち
今
日

略
の
自
身
に
近
い
時
の
作
を
臼
ら
佳
し

や　
と
す
る
者
で
あ
る
．
．
実
を
い
ふ
と
私

慰
雰
に
身
分
・
身
・
試
・
て

4
み
た
気
が
し
な
父
」
い
．
。
章
、
あ
．
・

姫。

ｽ
、
し
イ
」
漸
次
に
．
〃
、
う
し
た
辻
潤
な

阜
心
持
ち
を
責
め
て
来
て
い
る
者
の
様

　

“
に
思
は
れ
る
、
．
そ
れ
で
時
を
経
る
ご

チ
と
に
多
少
と
も
の
進
歩
は
自
分
の
上

や
に
表
れ
て
来
て
い
る
か
と
自
分
で
は

飾
っ
て
い
る
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
こ
つ
い
ふ

　
・
か
に
あ
・
て
今
度
の
・
三
～
つ

　
碧
羅
灘
四

一
て
来
た
の
か
な
ア
ー
．
一
と
い
ふ
気
持

　

時
で
あ
る
．
．
延
い
て
は
一
．
こ
れ
が
真
実

ね

断
の
意
味
に
於
け
る
自
分
の
処
女
歌
集

府乎弥
一
＾
一
．
み
　
　
℃
ー
ー
f
ウ
　
　
一
昼
ル
ー
〕
r

洗
u
目
ノ
ー
’
（
て
．
一
下
ご
輩
r
h
セ
《
．
グ
レ
ア
1
＾
一
そ
目
h
．
｝
て
｛
．
．
｝
、
4
“
一
τ

へ“
　
牧
水
先
生
の
生
涯
⑳

ル
　
之
ー
ー
ー
1 ー

ー
ー
h
ー
ー
ド
ー
ー
ー
，
ー
ー
、
弔
一
k
一
へ

・
い
ふ
豪
－
知
れ
な
い
L
・
い
　

う
気
持
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
私
か

に
は
こ
の
一
，
く
ろ
土
」
に
は
愛
着
を
柑

　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

感
じ
な
カ
ら
編
集
し
た
の
で
あ
っ
た
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
そ
れ
か
と
い
っ
て
今
ま
で
に
作
つ
ぺ

臓
漣
難
馳
麟
羅

・
れ
そ
れ
票
・
・
作
・
て
来
・
　

の
で
あ
る
．
だ
か
ら
そ
の
時
そ
の
時
勢

の
命
の
影
は
そ
れ
ら
の
歌
に
宿
っ
て
Ψ

い
る
と
謂
っ
て
い
い
だ
ろ
う
，
然
し
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

そ
れ
ら
の
時
代
．
の
私
は
極
め
て
不
完
特

戴
納
撚
撫

・
。
一
部
翁
つ
つ
の
髪
、
委
．
た
と
型

は
れ
る
の
で
あ
る
．
．
「
．
海
の
声
一
の
Ψ

歌
、
　
一
路
上
‘
一
著
し
く
は
一
，
み
な
上
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

一
の
歌
を
い
ま
の
自
分
に
作
っ
て
見
ぺ

よ
と
い
は
れ
て
も
到
底
作
り
得
な
い
ウ

だ
け
の
そ
れ
、
そ
れ
の
一
．
時
」
が
持
つ
鳴

・
純
粋
ミ
蕎
の
歌
は
持
・
て
　

居
る
．
．
が
ど
う
し
て
メ
。
そ
れ
ら
は
自
塾

分
の
全
体
で
は
な
い
．
、
自
分
の
中
の
｝

或
る
一
部
分
が
働
い
て
作
っ
た
も
の
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

だ
と
思
は
る
る
．
の
で
あ
る
．
そ
う
し
驚

’
」
ム
コ
度
の
二
の
一
．
ノ
＼
ゆ
り
土
＝
時
代
の
　
ナ

作
に
及
ん
で
兎
に
角
書
全
体
と
し
噌

蔽
§
嚇
慧

　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

青年

広
げ
よ
う
若
い
力
を

8第

　
∵
一
位
　
鶴
野
内
（
踊
り
）

▽
看
．
板
．
の
部
　
・
、
各
地
区
に
存
．
て
た
、

　
第
八
回
青
年
祭
開
催
案
内
弔
の
、
手

作
り
．
看
板
の
で
｝
、
－
ば
え
を
競
う
も
の
▽
・

　
一
　
位
　
　
越
表
青
協

　
コ
　
コ
　
　
　
ド
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ド
ご

　
二
　
　
御
．
　
　
門
け
い
〃

　
一
一
．
．
位
　
　
小
竪
田
〃

　
以
上
で
し
た
．
．

鯉
～
㍉
、
、

　
2
月
1
5
日
、
中
央
公
民
館
で
恒
例
の

青
年
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
青
年
祭
は
【
．
郷
，
土
に
住
む
2
7
者

が
帽
集
い
、
日
頃
．
の
青
年
団
活
動
の
成

果
を
広
く
紹
介
す
る
と
共
に
、
地
域
に

お
け
る
青
年
活
動
．
の
問
題
と
、
こ
れ
か

ら
の
あ
り
方
を
深
く
．
追
求
し
、
郷
．
十
．
の

発
展
ド
一
二
柱
ノ
詣
3
ガ
9
．
．
7
｝
》
y
甲
一
目
口
的
》
詑
し

て
実
栴
∫
・
、
れ
て
い
る
も
の
で
す
．
．
、

　
当
日
は
午
前
1
0
時
か
ら
開
会
行
事
が

行
な
わ
れ
た
あ
と
一
．
青
書
．
活
動
を
通
し

て
感
じ
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
6
名
の

方
の
意
見
発
表
、
引
続
≧
、
田
野
．
の
稲

田
牛
代
ル
・
、
ん
が
園
内
研
修
牛
．
．
の
報
告
、

そ
し
て
演
芸
大
会
が
催
さ
れ
劇
や
コ
ン

ト
な
N
、
｝
熱
演
が
柏
つ
y
、
－
会
場
で
は
、
笑

い
と
か
デ
ノ
斗
・
、
い
の
連
続
で
し
た
．
．

　
当
日
、
各
部
門
ご
と
に
受
賞
き
れ
お
1
1

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
∵
旭
見
発
表
の
部

　
最
優
秀
賞
　
福
良
真
理
（
小
野
田
）

　
優
秀
賞
　
寺
原
一
生
（
坪
　
谷
）

　
　
〃
　
　
　
寺
田
新
一
（
仲
　
深
）

」
彗
、
卜
．
、
・
♪
7
）

　
3
往
力
　
ノ
淵

　
一
f
　
寺
迫
（
C
M
コ
ン
ト
集
ド
う

　
　
　
　
ン
の
ど
自
慢
）

　
二
“
　
仲
深
へ
減
点
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

4
葦
ミミ

乙
一
甕
グ
ー

暴
走
行
為
を
追
放
し
よ
う

町報とうこう（5）

　
春
に
な
る
と
特
に
土
曜
日
の
夜
な
ど

暴
走
族
の
動
き
が
激
し
く
な
っ
て
》
・
・
ま

す
、
．
暴
走
は
死
亡
重
大
事
故
に
つ
な
が

り
、
又
、
一
般
通
行
車
両
に
大
き
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
の
で
す
．
昨
年
は
暴

走
に
よ
る
交
通
事
故
の
死
者
が
県
下
で

三
2
名
あ
り
、
全
山
．
2
．
二
　
に
達
し

て
い
ま
す
．
．

　
町
内
に
も
登
録
鼻
、
、
れ
て
い
る
暴
走
族

が
一
二
名
程
度
い
ま
し
た
が
、
検
挙
き

れ
た
り
免
許
の
停
止
を
う
け
た
り
し
て

今
は
反
省
し
て
い
る
よ
う
で
す
．
、

　
し
か
し
、
ま
だ
同
じ
誤
り
を
繰
返
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
．

　
警
察
で
は
総
力
を
あ
げ
て
暴
走
追
放

を
行
一
・
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
や
職
場

の
皆
さ
ん
は
少
伍
－
達
が
暴
走
族
に
加
わ

ら
な
い
よ
う
に
充
分
注
恵
し
て
く
だ
ふ
・
、

　
暴
走
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、

す
ぐ
一
二
番
へ
通
報
し
て
下
さ
い
．
．

詐
欺
販
売
に
ご
注
意

　
最
近
、
山
陰
や
坪
谷
方
面
で
金
側
腕

時
計
二
個
を
⊃
二
万
円
で
買
っ
て
く
れ

．一

ﾆ
い
う
．
の
で
断
一
ノ
た
ら
一
．
行
商
に
来

た
が
、
↓
個
も
売
れ
ず
帰
る
旅
費
も
な

い
の
で
一
万
円
で
も
良
い
か
ら
買
っ
て

く
れ
し
と
泣
き
つ
く
よ
う
に
云
う
の
で

同
情
し
て
買
っ
た
ら
秒
針
し
か
動
か
な

い
不
良
品
だ
つ
た
と
い
う
被
害
が
発
牛

し
’
、
い
る
よ
う
で
す
．

　
市
価
よ
り
半
分
も
安
か
っ
た
り
す
れ

ば
、
商
売
に
な
る
ば
ず
は
な
い
の
で
不

良
品
か
盗
ん
で
来
た
も
の
な
ど
、
不
正

不
審
な
も
の
と
老
え
て
良
い
で
し
ょ
う

こ
れ
ら
に
同
情
し
た
り
、
安
い
と
患
っ

て
不
良
品
を
買
r
ノ
た
り
し
な
い
よ
う
に

は
r
・
｝
、
「
り
断
一
ノ
て
く
だ
き
い
．
そ
れ
で

も
聞
か
な
い
と
㌧
、
－
は
遠
慮
な
く
　
二
4

番
へ
通
報
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

少
年
の
非
行
と

家
出
を
防
ご
う

　
少
任
，
等
が
心
身
と
も
に
健
全
に
育
つ

こ
と
が
国
の
力
と
な
り
、
ま
た
世
の
親

や
社
会
が
常
に
願
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
．
．
し
か
し
今
、
青
少
年
を
と

り
ま
く
諸
情
勢
は
極
め
て
複
雑
に
な
っ

て
い
る
一
．

　
最
近
は
多
く
の
青
少
年
の
思
考
が
変

r・

ｽ
の
か
、
多
岐
多
様
に
わ
た
り
、
何

を
目
標
に
何
を
焦
点
に
し
ぼ
る
か
も
判

ら
な
い
ま
ま
、
自
己
の
意
思
が
半
分
、

流
動
す
る
社
会
の
流
れ
に
半
分
を
託
し

た
、
あ
｝
、
う
め
に
似
た
行
動
を
取
り
非

行
を
お
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
．
い
r
・
て
見
れ
ば
こ
れ
す
べ

て
大
人
．
の
責
任
で
も
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
ぜ
ろ
う
か
．
．
と
り
わ
け
三
月

は
、
卒
業
・
進
学
・
就
職
と
変
化
の
激

し
い
時
で
あ
り
、
特
に
非
行
や
家
出
等

が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
．
．
立

派
な
青
少
歪
の
育
成
の
た
め
皆
ん
な
で

非
行
防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
、
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i
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；
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㎜

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
縦
覧
に
つ
い
て

　
税
務
課
で
は
左
記
の
と
お
り
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
，

　
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の

固
定
資
産
税
が
ど
う
な
r
・
て
い
る
か
を

確
認
ン
・
、
れ
る
方
は
少
な
い
よ
う
で
す
．
．

畑
・
田
に
植
林
し
た
り

　
　
荒
し
て
い
る
人

　
　
　
現
況
調
査
願
い
を

　
固
定
資
産
税
は
．
現
況
　
で
課
税
｝
、
・

れ
ま
す
の
で
、
日
疋
非
と
も
縦
覧
ふ
・
・
れ
、

確
認
し
て
下
｝
．
」
い
．
．
現
況
調
査
の
必
要

な
行
は
手
続
｝
・
・
を
取
’
ノ
一
、
下
山
・
・
い
，

▼
期
間
3
月
1
日
～
2
0
日
ま
で

「
・
場
　
所
．
役
場
税
務
課

　
∴
・
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に
展

　
　
り
ま
す
．
、

　
・
∵
他
人
名
儀
分
〔
た
と
え
親
．
の
名
儀

　
　
で
も
）
を
見
る
場
今
は
委
任
状
（

　
　
百
円
印
紙
必
要
）
が
必
要
で
す

町
の
奨
学
生
を
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
昭
和
五
十
六
年
度
の
町
の
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
，

U
、
申
込
み
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
又
は
町

内
に
引
続
き
5
年
以
上
在
住
し
、
現
に

屠
住
す
る
者
で
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
及
び
大
学
に
在
学
し
て
い
る
者
又

は
、
こ
れ
ら
の
学
校
に
進
学
す
る
者
。

▽
申
込
み
書
類

　
新
し
く
申
込
む
人
は
、
願
書
に
履
歴

酵
・
身
体
検
査
書
及
び
在
学
証
明
書
を

添
え
て
申
込
む
こ
と
．

　
継
続
申
込
み
者
は
、
願
書
に
成
績
証

明
醇
（
大
学
は
修
学
証
明
書
）
を
添
え

て
申
込
む
こ
と
。

　
願
書
用
紙
は
教
育
委
員
会
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
．
、

▽
申
込
み
期
限

　
4
月
2
1
日
（
火
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局
に
必
着
す
る
こ
と
．
、
な
お
、

や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
書
類
等
が

添
付
で
き
な
い
場
合
は
、
願
書
だ
け
で

も
期
限
内
に
提
出
す
る
こ
と
．
、

▽
貸
与
決
定

　
5
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
通
知

し
ま
す
．

行
政
相
談
日

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
行
政
相
談
の
日

と
定
め
、
老
人
福
祉
館
に
お
い
て
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
国
県
町
等
の
行

政
全
般
に
わ
た
っ
て
苦
情
要
望
等
の
あ

る
人
は
、
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
斗
・
、

灯
油
な
ど
の
危
険
物
は

　
　
　
正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
よ
う

　
現
代
の
一
目
に
一
日
た
り
と
も
欠
か

せ
な
い
石
油
は
、
暖
房
用
燃
料
と
し
て

あ
る
い
は
石
油
製
品
と
し
て
、
ふ
だ
ん

幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
汚
れ
と
り
用
「
の
ベ
ン
ジ
ン
を

は
㌧
カ
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
や
ヘ
ヤ
・
リ
キ

ッ
ド
な
ど
の
化
粧
品
、
殺
虫
刺
、
塗
料

な
ど
の
引
火
性
・
可
燃
性
の
強
い
も
の

が
、
日
常
牛
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ノ
、
危
険
物

に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
　
　
と
、
一
、
．
口

r・

ﾄ
も
．
一
．
．
口
い
す
y
、
・
で
は
な
い
く
・
．
つ
い
で

す
。　
灯
油
な
ど
は
、
普
通
の
状
態
で
は
火

が
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
霧
状
に
な

一・

ｽ
り
、
布
切
れ
に
浸
す
と
、
た
い
へ

ん
火
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
過
去
の
災
害
例
を
見
ま
し
て
も
、
容

器
類
の
手
入
れ
が
十
分
で
な
か
っ
た
り

取
り
扱
い
方
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に

火
災
や
爆
発
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
例

が
あ
り
ま
す
。

　
思
わ
ぬ
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
危
険

物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

し
．
ひ
つ
．
冒

　
な
わ
当
日
以
外
の
日
で
も
自
宅
に
て

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
東
郷
町
野
々
崎

　
東
郷
町
行
政
．
相
談
委
員
　
山
口
俊
「

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
七
六
五
五
）

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
六
年
「
月
十
三
日
か
ら
二
月

十
四
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写
、
小
野
田
の
海
野
和
幸
ふ
・
・
ん
か
ら

　
　
（
畝
原
古
き
ん
八
五
才
ご
死
去
）

「
、
小
野
田
の
岡
崎
イ
斗
オ
き
ん
か
ら

　
　
（
ミ
尋
オ
き
ん
九
三
才
ご
死
去
）

▽
迫
野
内
の
成
実
豊
作
》
・
・
ん
か
ら

　
　
（
米
吉
き
ん
力
〔
才
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
黒
木
守
人
ふ
・
㌧
ん
か
ら

　
　
（
ユ
キ
き
ん
七
七
才
ご
死
去
）

U
、
’
坪
谷
の
那
須
カ
ヲ
ル
瀞
・
・
ん
か
ら

　
（
矢
野
初
栄
き
ん
八
〔
，
、
才
ご
死
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

　
町
社
協
で
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談

で
き
る
相
談
所
を
開
設
い
た
し
て
い
ま

す
。開

設
日
　
三
月
十
七
日
第
三
火
曜
日

時
　
聞
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
旧

藩
．
乱
言

　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
1
月
届

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

臣小前佐小黒墨黒中
本川田藤形木野木鮎
貝　 貴　 「戎　 f二　 祐　 智　 陽　 一　 真

人
．精
博一
利

晴
眩
輔
祐

代
人
春
大
晴
子
和

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

川畝永田
越原岡村i氏

…一一一．・ ﾜちのうごき一一・

父
の
名
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人口6，604人　（7）i

　男　3，214人　（8）1

　　　　　　　　　　　　　
女　3，390人　（△1）1

　　　　　　　＿　　　　　｛
世帯数　1，770戸　（△2）1

　　56年2月、日羽｛

　　（　）は対前月比　　｛
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